
１
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
に
関
す
る
現
状
に
つ
い
て

１
‐
１
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
は
じ
ま
り

日
本
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
学
生
が
企
業
等
に
お

い
て
実
習
・
研
修
的
な
職
場
体
験
を
す
る
制
度
で
、
一
言
で
い
う
と

「
就
業
体
験
」
で
あ
る
。
日
本
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
推
進
さ

れ
て
き
た
背
景
に
は
経
済
環
境
の
急
速
な
変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

の
変
化
に
伴
い
、
雇
用
環
境
が
終
身
雇
用
制
か
ら
能
力
主
義
に
急
速

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
人
材
育
成
の
核
と
な
る
大
学
へ
の
人
材

育
成
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
く
な
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
産
学
連

携
に
よ
る
人
材
育
成
の
一
形
態
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
推
し

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

政
府
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
が
始
ま
っ
た
の
は
、「
経

済
構
造
改
革
と
創
造
の
た
め
の
行
動
計
画
」
（
平
成
九
年
五
月
十
六

日
閣
議
決
定
）
及
び
「
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
平
成
九
年
一
月

二
十
四
日
文
部
省
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
平
成
九
年
以
降
、
現
在
に

至
る
ま
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
定
着
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

そ
も
そ
も
日
本
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
米
国
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
参
考
に
導
入
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

米
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
意
義
の
定
義
に
つ
い
て
、
東

北
経
済
産
業
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

（http
://w
w
w
.tohoku.m

eti.go.jp/sangaku/intern/5/2.htm

）

米
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
二
つ
に
大
き
く
分
け
ら

れ
る
。

一
、
大
学
が
主
体
的
に
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
と
し
て
運

営
・
管
理
す
る
も
の

二
、
企
業
が
主
体
的
に
運
営
・
管
理
す
る
も
の

「
一
」
は
『C

o-op
Program

』、「
二
」
は
『Internship

』
と
し

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み

に
関
す
る
現
状
と
課
題

〈
文
科
省
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
と
名
城

大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
事
例
か
ら
〉

名
城
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

犬
飼

斉

－４４－



て
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
両
者
は
と
も
に
、
米
国

の
高
等
教
育
の
経
験
学
習
法
、
あ
る
い
は
産
学
共
同
の
教
育
の
一
方

法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
り
立
ち
と
し
て
は
、
ま

ず
『C

o-op
Program

』
が
教
育
法
の
一
つ
と
し
て
産
声
を
上
げ
、

そ
の
熟
成
の
過
程
、
社
会
へ
の
普
及
の
過
程
に
お
い
て

『Internship

』
が
生
ま
れ
た
経
緯
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ま
で
は
、
両
者
を
総
称
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
述
べ
て
き

た
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
歴
史
と
は
、
実
は『C

o-op
Program

』

の
歴
史
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
普
及
期
に
お
い
て
、
企
業
が
そ
の

メ
リ
ッ
ト
に
目
覚
め
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
「
見
習
い
制
度
」
と
融
合

し
た
形
で
自
ら
が
運
営
・
管
理
す
る
『Internship

』
が
出
現
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
制
度
は
、

大
学
が
主
体
的
か
ど
う
か
で
、区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

各
大
学
が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

関
係
者
間
で
共
通
し
た
認
識
が
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

平
成
九
年
一
月
二
十
四
日
の
文
部
省
の
「
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
「
学
生
が
在
学
中
に
自
ら
の

専
攻
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
連
し
た
就
業
体
験
を
行
う
こ
と
」
と

し
て
幅
広
く
と
ら
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

１
‐
２

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
現
況
と
課
題

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
現
況
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の
報
道
発

表
（
二
〇
〇
七
年
十
一
月
二
十
一
日

大
学
等
に
お
け
る
平
成
十
八

年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
状
況
調
査
に
つ
い
て
）
の
中
で
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
大
学
生
の
参
加
者
数
〈
表
１
〉
は
、
四
百
八

十
二
校
で
、
五
万
四
百
三
十
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
成
九

年
の
百
七
校
で
、
一
万
三
千
三
百
九
十
八
名
と
比
較
す
る
と
、
約
三

・
八
倍
に
学
生
数
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
平
成
九
年
以
降
、

各
大
学
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
導
入
が
積
極
的
に
進
め
ら

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

い
ぬ
か
い
・
ひ
と
し
�
一
九
六
五
年
八
月
生

ま
れ
�
主
な
論
文
著
書
に
『
高
等
教
育
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
』
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発

達
科
学
研
究
科
教
育
科
学
専
攻
高
等
教
育
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
、
四
十
‐
四
十
七
頁
、
創

刊
号
二
〇
〇
七
、N

o
1

）
�
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
業
務
に
つ
い
て
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
率
は
こ
こ
十
年
で
か
な
り
高

ま
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
全
国
大
学
生
総
数
か
ら
比
較
す
る
と
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
習
へ
未
参
加
学
生
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
参
加
し
て
欲
し
い
学

生
に
対
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
意
識
付
さ
せ
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
が
学
生
に
と
っ
て
更
に
身
近
に
な
る
よ
う
工
夫
す
る
必
要
が
あ

る
。

－４５－



出典：インターンシップ実施状況調査結果（文部科学省）

出典：インターンシップ実施状況調査結果（文部科学省）

実施率

１８．３％

２３．７％

２９．９％

３３．５％

４１．９％

４６．３％

５５．０％

５９．０％

６２．５％

６５．８％

参加者数

１３，３９８名

１９，６５０名

２１，０６３名

２５，９７２名

３０，２２２名

３４，１２５名

３９，０１０名

４２，４５４名

５０，４３０名

学校数

１０７校

１４３校

１８６校

２１８校

２８１校

３１７校

３８４校

４１８校

４４７校

４８２校

年度

平成９年度

平成１０年度

平成１１年度

平成１２年度

平成１３年度

平成１４年度

平成１５年度

平成１６年度

平成１７年度

平成１８年度

倍率
１２－１９

２．２７

９．６６

３．４２

０．９１

１．５２

３．４９

０．３９

１．４８

１２．０８

１．７４

３．６８

１０．０７

平成１９年度
（５０４校）

４５，９１３

６，４８５

１５，０５８

８１１

１１，８４２

３，２９９

１，４６５

１２９

９９１

１，８１９

６７８

３，３３６

平成１８年度
（４８２校）

４６，５６７

６，１４６

１４，４９８

１，２６１

１２，３６４

３，７３４

１，７７３

７８

１，０１５

１，６４３

８６２

３，１９３

平成１６年度
（４１８校）

３７，２６７

４，５９７

１１，６８６

８５７

１１，８０２

２，４２０

１，４５８

８４

５３６

１，４９６

７０１

１，６３０

平成１２年度
（２１８校）

２０，１４６

６７１

４，３９８

８８７

７，７７３

９４５

３，７４５

８７

８２

１，０４３

１８４

３３１

分野別

合計数

人文科学

社会科学

理学

工学

農学

保健

商船

家政

教育

芸術

その他

〈表２〉大学学部の分野別インターンシップ体験学生数

〈表１〉インターンシップへの大学生の参加人数
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ま
た
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
デ
ー
タ
〈
表
２
〉
を
見
て
み
る
と
、

従
来
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
現
場
実
習
や
実
務
訓
練
等
と
し
て

教
育
課
程
に
組
み
込
ん
で
き
た
工
学
部
な
ど
に
加
え
て
、
以
前
は
実

施
率
の
低
か
っ
た
人
文
・
社
会
科
学
系
の
学
部
に
つ
い
て
も
実
施
率

が
伸
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、
文
部
科
学
省
に
お
け
る
各
大
学
等
の
自
主
的
な
取

組
を
促
す
た
め
国
立
学
校
特
別
会
計
や
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
か
か
る
経
費
の
補
助
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
、
よ
り
広
く
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
普
及
活
動
を
し
て
き
た
こ
と
が
浸
透
し
、
量
的
拡
大
に
繋
が
っ
た

と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
産
学
連
携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
参
加

大
学
も
年
々
増
加
し
て
、
そ
の
裾
野
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
非

常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
実
施
率
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
の
平
成
十
九
年
度
の
調
査
結
果
か
ら
、
六
十
七
・
七
％

で
あ
り
、
三
十
二
・
三
％
の
大
学
が
実
施
し
て
い
な
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
度
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
大
学
の
学
生

数
は
約
二
百
五
十
一
万
四
千
人
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
す
る
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
三
年
生
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
想
定

し
た
場
合
、
一
学
年
は
、
六
十
二
万
八
千
五
百
人
で
あ
り
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
者
が
、
四
万
五
千
九
百
十
三
人
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
約
七
％
の
学
生
し
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い

な
い
こ
と
に
な
る
。
や
っ
と
文
部
科
学
省
の
方
針
が
軌
道
に
乗
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
引
き
続
い
て
各
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
実
習
の
参
加
割
合
の
向
上
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
気
に
な
る
デ
ー
タ
と
し
て
、
平
成
十
九
年
度
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
分
野
の
中
で
、
理
工
系
の
分
野
で
体
験
学
生
数
が

減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済
環
境
が
好
転
し
て
い
く
中
で
、

受
入
側
も
積
極
的
で
あ
っ
た
が
、
果
た
し
て
、
経
済
環
境
が
悪
化
し

た
時
に
、ど
れ
だ
け
積
極
的
な
受
入
れ
を
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
各
大
学
に
お
け
る
学
生
の
質
の
違
い
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
求
め
る
と
こ
ろ
も
異
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
入
試
偏
差
値
が
四
十
を
切
っ
た
大
学
と
六
十
以
上
の

大
学
の
学
生
で
は
、
受
入
先
の
違
い
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
体
験

内
容
に
も
差
が
で
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
文
部
科
学
省

は
、
従
来
の
「
職
業
意
識
の
形
成
」
な
ど
を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
峻
別
し
、
「
高
度
専
門
人
材
」
育
成
を
目
的
と
し
た
、

産
学
協
同
に
よ
る
質
の
高
い
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
系
の
構
築

・
普
及
を
図
る
た
め
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
「
産
学
連
携
に
よ
る
実

践
型
人
材
育
成
事
業
―
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
―
」
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
、
大
学
等
が

組
織
的
に
実
施
す
る
職
業
意
識
・
能
力
を
直
接
的
に
高
め
る
実
践
的
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な
教
育
を
体
系
的
に
行
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
す
る
「
実
践
的

総
合
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
流
れ
の
中
、
平

成
十
九
年
に
経
済
産
業
省
と
文
部
科
学
省
の
連
携
の
下
に
「
産
学
人

材
育
成
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
創
設
し
全
体
会
議
を
は
じ
め
た
。

し
か
し
、
こ
の
全
体
会
議
が
平
成
二
十
年
七
月
に
公
表
し
た
「
中

間
取
り
ま
と
め
」で
は
、「
産
学
の
共
通
認
識
が
醸
成
さ
れ
て
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
単
に
実
施
す
る
こ
と
が
目
的
化
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
各
大
学
が
、
産
業
界

と
の
対
話
を
通
じ
て
、
各
大
学
が
育
成
す
る
人
材
像
を
明
確
に
し
、

各
大
学
に
あ
っ
た
質
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
目
指
し
、
そ
の

際
に
は
、
既
存
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
取
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
各
大
学
独
自
の
教
育
目
標
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
践
を
行
い
、
実
践
後
の
評
価
の
指
標
を
如
何
に
作
り
上
げ
る
か

が
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

２

名
城
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

２
‐
１

名
城
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
始
ま
り
と

参
加
者
の
推
移

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
研
究
員
の
堀
有
喜
江
ら
の
調
査
に
よ

る
と
、
先
進
的
な
大
学
を
調
査
の
対
象
と
し
て
、
「
一
九
九
六
年
以

前
」
か
ら
「
二
〇
〇
三
年
」
ま
で
の
間
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
初

め
て
行
っ
た
時
期
が
多
い
の
は
、
一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
で
あ

る
と
調
査
結
果
を
出
し
て
い
る
。

名
城
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
組
織
と
し
て
開
始
し
た
時
期

は
、
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
で
、
当
時
は
教
務
課
が
窓
口
と

受入
機関数
１２３

２０４

２１２

１８２

２０３

２１６

参加
者数
２０５

２８３

２７６

２４０

２７８

３３６

応募
者数
２３４

２８９

２９６

２５１

２９６

３８０

登録
者数
４２８

５０５

４９６

４５７

４９４

６１１

年

平成１５年

平成１６年

平成１７年

平成１８年

平成１９年

平成２０年

受入
機関数
４４

２７

２４

３１

参加
者数
６８

３８

３３

３８

応募
者数
６８

４０

３４

３８

登録
者数
１０９

８２

５３

７２

年

平成１６年

平成１７年

平成１８年

平成１９年

平成２０年

〈表３〉夏季インターンシップの状況

〈表４〉春季インターンシップの状況
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な
っ
て
実
施
し
た
。文
部
科
学
省
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
調
査
で
、

平
成
十
一
年
に
実
施
し
た
大
学
は
、
百
八
十
六
校
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
四
月
に
、
名
城
大
学
就
職
課
は
就
職
セ
ン
タ
ー
へ
改

組
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
業
務
も
教
務
課
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
の
推
移

は
〈
表
３
〉
〈
表
４
〉
〈
表
５
〉
〈
表
６
〉
の
と
お
り
で
あ
る
。

２
‐
２

名
城
大
学
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
基
本
事
項
と
流
れ

２
‐
２
‐
１

基
本
事
項

コ
ン
セ
プ
ト：

在
学
中
に
、
企
業
・
公
的
機
関
・
法
律
事
務
所
等

で
実
際
の
就
業
（
仕
事
）
を
体
験
す
る
制
度
。
こ
れ
は
、
卒
業
後
の

進
路
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
自
分
の
適
性
を
確
認
す
る
有
効
手
段

と
し
て
学
生
に
参
加
を
募
集
し
て
い
る
。

実
施
日
数：

二
週
間
以
上
（
十
日
以
上
）

実
施
時
期：

春
と
夏

保
険
加
入：

強
制
加
入
（
大
学
負
担
）

提
出
書
類：

報
告
書
・
実
習
日
誌
を
実
習
後
に
提
出

単
位
認
定：

殆
ど
の
学
科
で
実
施
。

受入
機関数

１２３

２４８

２３９

２０６

２３４

参加
者数

２０５

３５１

３１４

２７３

３１６

応募
者数

２３４

３５７

３３６

２８５

３３４

登録
者数

４２８

６１４

５７８

５１０

５６６

年

平成１５年

平成１６年

平成１７年

平成１８年

平成１９年

参加率

７．１％

５．８％

６．５％

８．５％

学生数
９月現在

３，５６５

３，２８８

３，５４８

３，２８８

参加
者数

２５６

１９２

２３３

２８１

年

平成１７年

平成１８年

平成１９年

平成２０年

〈表５〉夏季・春季インターンシップの状況

〈表６〉夏・春インターンシップの３年生の参加状況
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〈表７〉インターンシップの流れ

（夏季・春季の年２回実施）

春

１１月

１２月～

１月

２月～３月

５月

夏

５月

６月～

７月

８月～９月

１０月

内容

ガイダンス

マッチング

事前研修

実習期間

事後報告会

２
‐
２
‐
２

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
流
れ

２
‐
３

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
参
加
者
と

卒
業
後
の
進
路
と
の
関
連

平
成
十
八
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
学
生
の
進
路
先
（
平
成

十
九
年
度
）
を
調
査
し
た
。
本
調
査
に
は
、
当
該
年
度
の
実
習
生
の

中
か
ら
三
年
生
を
抽
出
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
学
生
自
体
が

意
識
の
高
い
学
生
が
多
い
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
く
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

高
校
で
の
調
査
（
国
立
教
育
政
策
研
究
所
生
徒
指
導
研
究
セ
ン
タ

ー
『
職
場
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告

書
』
２
０
０
７
年
）
で
は
あ
る
が
、
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

施
の
有
無
と
卒
業
生
の
無
業
率
を
比
較
し
た
結
果
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

割合

７．４％

５．７％

年度の進路状況から

１８年度卒業生が１７年度３年生の時にイン

ターンシップに参加した率

１９年度卒業生が１８年度３年生の時にイン

ターンシップに参加した率

インターンシッ
プ未参加者

１９年度

８．８％

１．７％

０．５％

０．３％

０．７％

１８年度

７．１％

１．４％

０．４％

０．２％

０．６％

インターンシッ
プ参加者

１９年度

４．６％

１．３％

０．０％

０．０％

０．４％

１８年度

３．３％

０．０％

０．０％

０．０％

０．４％

進路状況

年度

進路未決定者

アルバイト

家事手伝い

就職しない

就職活動中

〈表８〉名城大学におけるインターンシップ参加
学生と未参加学生の平成１８・１９年度の進路の違い
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ッ
プ
を
実
施
す
る
高
校
が
、
実
施
し
な
い
高
校
と
比
較
し
て
無
業
者

数
が
少
な
い
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
始
め
た
年
度
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
無
業
率
が
低
い
と
い

う
調
査
結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
学
の
調
査
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
効
果
が
見
て
取
れ
よ
う
。

２
‐
４

受
入
先
か
ら
の
報
告
内
容
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、名
城
大
学
に
お
け
る
平
成
十
九
年
度
夏
の
受
入
先（
企

業
等
）
か
ら
の
報
告
書
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
る
。
報
告
書
「
自

由
記
入
欄
」
の
記
載
事
項
と
し
て
、
次
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

①

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
意
義
と
学
生
派
遣
に
対
す
る
受
入
側

か
ら
の
お
礼
の
内
容
（
六
十
二
件
）。

②

学
生
に
会
社
を
知
っ
て
も
ら
い
採
用
へ
の
繋
が
り
を
目
的
と

し
た
内
容
（
七
件
）。

③

実
習
前
の
十
分
な
マ
ナ
ー
等
の
事
前
教
育
の
実
施
を
行
っ
て

欲
し
い
内
容
（
八
件
）。

特
に
、
③
に
つ
い
て
は
、
改
善
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
点
で

あ
り
、
受
入
先
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
③
の
内

内容

実習先の情報を得てから実習に参加されると、もっと主体的に
実習に取組めたのではないかと思います。

本人なりの研修テーマを持ってきていただけるとよかった。

事前研修として、ビジネスマナー、ワード・エクセルのパソコ
ン操作の研修をお願いします。

事前に研修先の情報を入れて、本人なりの研修テーマを持って
こられた方が良いのではないかと思いました。

事前の勉強、下調べ等をして、目的を明確にして（何を学びた
いか）来てもらえると、より実習が活きると思います。

研修に入る前に、やはり頭髪の色（最近の若い方は茶系が大変
多い）で募集の身なりの認識を持って頂くと（大学の方で指導）
大変助かります。

実習生はインターンシップに来ることを目的とせず、今後の学
生生活の中で、この経験をどう活かしていきたいのか、目的意
識を持って望んでいただきます。

年々学生の質（意欲・礼儀など）が低下している感じがありま
す。大学内でのインターンシップに参加する意義や取組方など
学生に講義をしていただければ幸いです。

連番

１

２

３

４

５

６

７

８

〈表９〉大学への事前教育等についての要望
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容
を
〈
表
９
〉
に
ま
と
め
た
。

③
に
つ
い
て
、
受
入
先
か
ら
大
学
に
対
す
る
要
望
は
一
割
程
度
あ

る
（
自
由
記
入
欄
へ
の
記
載
件
数
が
七
十
七
件
に
対
し
て
大
学
に
対

す
る
要
望
は
八
件
）。②
に
つ
い
て
も
、
受
入
先
の
宣
伝
や
就
職
の
求

人
に
繋
が
る
こ
と
を
意
識
し
た
内
容
で
あ
り
約
一
割（
七
件
）あ
る
。

採
用
や
広
報
を
目
的
と
し
て
い
る
受
入
先
と
し
て
、
敢
え
て
大
学
へ

厳
し
く
指
摘
を
避
け
て
い
る
と
予
想
で
き
る
の
で
、
受
入
先
か
ら
の

要
望
件
数
は
潜
在
的
に
か
な
り
多
い
と
い
え
る
。

２
‐
５

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
課
題

２
‐
５
‐
１

名
城
大
学
に
お
け
る
課
題

名
城
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
課
題
は
、
大
き
く
三

つ
に
大
別
さ
れ
る
。

①

単
位
認
定
が
な
い
学
科
が
あ
り
、
全
学
共
通
の
取
組
内
容
で

な
い
。

②

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
導
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
手
づ
く
り
で
進
め
て
来
た
た
め
、
教
員
の
領
域
で
あ

る
授
業
と
の
連
携
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
事
前
・
事
後

の
研
修
が
不
十
分
で
あ
る
。

③

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
効
果
は
「
専
門
科
目
と
の
関
連
性
」

に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本

学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
「
職
業
観
・
勤
労
観
」
と
い
っ

た
就
職
体
験
を
主
と
し
た
も
の
で
、
学
部
の
専
門
教
育
と
直
結

し
た
も
の
は
殆
ど
な
い
。

そ
れ
で
は
、
他
の
機
関
が
ま
と
め
た
調
査
を
参
考
に
し
て
、
名
城

大
学
と
の
課
題
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
。

２
‐
５
‐
２

厚
生
労
働
省
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
の

ま
と
め
と
名
城
大
学
と
の
比
較

厚
生
労
働
省
が
平
成
十
七
年
三
月
十
八
日
発
表
し
た
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
推
進
の
た
め
の
調
査
研
究
委
員
会
」
の
取
り
ま
と
め
〈
表

１０
〉
・
〈
表
１１
〉
・
〈
表
１２
〉
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

１）
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
に
関
す
る
課
題

『
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
側
も
学
生
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
習
期
間
が
、
一
ヶ
月
く
ら
い
あ
る
と
内
容
の
濃
い
も
の
が
で
き

る
と
し
て
い
る
が
、
実
際
そ
こ
ま
で
は
難
し
い
。
さ
ら
に
は
、
殆
ど

の
企
業
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
態
勢
が
十
分
整
っ
た
と

こ
ろ
は
、
半
分
に
も
満
た
な
い
。』と
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
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長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
必
要
性
が
あ
が
る
が
、
大
学
の
授
業
の

関
係
と
受
入
側
の
関
係
で
上
手
く
い
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

名
城
大
学
に
お
い
て
も
、
今
後
長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
視

野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
「
十
日
間

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
ど
れ
だ
け
効
果
が
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ

る
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

２）

学
生
の
実
習
参
加
の
目
的
意
識
を
高
め
る
た
め
の

事
前
教
育
の
課
題

ま
た
、
同
発
表
の
中
で
、
『
受
入
側
は
、
学
生
の
積
極
性
や
や
る

気
を
重
視
す
る
が
、
学
生
は
、
働
く
経
験
が
目
的
と
な
っ
て
受
身
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
点
を
事
前
に
積
極
的
に
取
組
む
姿
勢
を
高

め
る
た
め
の
事
前
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
』
と
述
べ
て
い
る
。

名
城
大
学
に
お
い
て
も
、
事
前
指
導
の
中
で
、
受
身
的
な
学
生
を

減
ら
し
、
積
極
的
な
学
生
を
増
や
す
工
夫
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
こ
こ
に
は
、
単
位
取
得
を
目
的
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
す
る
学
生
や
人
気
受
入
先
に
人
数
制
限
の
た
め
参
加
で
き

な
い
学
生
が
、
希
望
以
外
の
受
入
先
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
も
積
極

性
の
低
下
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

３）

人
気
受
入
先
の
新
規
開
拓

人
気
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
機
関
の
開
拓
は
今
後
も

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
事
前
説
明
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

重
要
性
と
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
は
、
大
学
側
・
受
入
側
の

双
方
の
大
き
な
負
担
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
理

解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
を
学
生
に
浸
透
さ
せ
る

た
め
に
説
明
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

名
城
大
学
で
も
、
〈
表
９
〉
の
中
で
、
自
由
記
述
欄
に
記
載
し
た

受
入
先
の
一
割
が
、
実
習
前
の
事
前
教
育
の
充
実
を
求
め
て
い
る
。

４）

企
業
の
採
用
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
関
係
に
つ
い
て

〈
表
１０
〉
の
②
で
、
三
十
七
・
〇
％
の
企
業
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
参
加
を
採
用
に
活
用
し
て
い
る
。
⑤
で
は
、
学
生
が
実
習
効
果
を

得
る
に
は
１
か
月
程
度
が
必
要
と
（
大
学
も
同
様
の
認
識
）
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
経
済
環
境
が
悪
化
し
て
、
採
用
枠
が

絞
ら
れ
た
時
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
枠
や
、
真
の
意
味
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
相
当
困

難
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

名
城
大
学
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
自
己

評
価
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
今
後
の
反
省
点
と
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内容

インターンシップとして学生に従事させている業務の内容は、「社員の
補助的業務の一部」が６１．１％で最多、「社員の基幹的な業務」が４４．７％
（複数回答）。

自社のインターンシップ参加を採用に活用している企業の割合は３７．０％。

企業がインターンシップ実施の効果として認識する点として、
・指導に当たる若手社員の成長
・大学や学生への自社の認知度の向上、地元の大学との交流の深化
・学生の配置による職場全体の活性化などのメリットが多く挙げられた。
学生の配置による職場全体の活性化などのメリットが多く挙げられた。

インターンシップの効果が上がっている企業では、次のような取組が見
られた。
・全社的なインターンシップ推進体制の整備
・マニュアルの整備、ノウハウの蓄積
・実習計画の作成と学生への事前の伝達
・受入担当者の配置（さらに、会社から受入担当者への事前説明・指
示がある場合に、受入担当者の今後の受入意向が高い。）

企業が受け入れやすいインターンシップ期間は、１週間（３１．３％）から
２週間（４４．５％）程度。一方、企業、受入担当者ともに、学生が実習効
果を得るには１か月程度が必要と認識している（大学も同様の認識）。

番号

①

②

③

④

⑤

内容

インターンシップ応募企業数は平均１．９社、参加企業数は平均１．２社。

インターンシップ参加期間は２週間程度（１０～１４日）が多数（５６．４％）。

インターンシップに参加した学生が得た印象や意見としては、次のよう
なものが挙げられた。
・社員との交流機会が増えること、実習内容が事前に十分説明されるこ
となどが、インターンシップの効果を高めるために有効。
・参加期間別には、３週間を超える場合に最も満足度が高く、また、参
加期間が長期になるほど、働くことの楽しさや社会に出る自信を実感。
経験した業務の内容別には、「社員の基幹的業務の一部」で満足度は高
く、「アルバイトやパートの業務の一部」では満足度が低い。

番号

⑥

⑦

⑧

内容

学生がインターンシップに関心をもったきっかけは、大学就職課などの
勧めが２５．２％と最も多い。
大学が把握する希望学生数と企業の受入可能数の関係について、企業の
受入可能人数が不足（５２．５％）、総数は釣り合っているが特定企業に希望
集中（３２．５％）等の指摘。

番号

⑨

〈表 10〉企業からのまとめ
「インターンシップ推進のための調査研究委員会」

〈表１１〉学生からのまとめ
「インターンシップ推進のための調査研究委員会」

〈表１２〉大学からのまとめ
「インターンシップ推進のための調査研究委員会」
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し
、
今
後
の
評
価
軸
作
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

３

今
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
な
い
よ
り
、
参
加
し

た
ほ
う
が
い
い
。
」
こ
の
点
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
学
生
は
全
体
の
割

合
と
し
て
非
常
に
少
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す

る
よ
う
学
生
の
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
名
城
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
学
生
へ

の
調
査
で
は
、「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。意
識
が
高
ま
っ
た
。」

と
い
う
満
足
度
の
高
い
結
果
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
参
加

学
生
の
能
力
が
高
ま
っ
た
か
ど
う
か
の
調
査
ま
で
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
前
と
後
で
、

学
生
の
能
力
が
ど
の
程
度
、
変
化
し
た
か
を
確
か
め
る
評
価

手
法
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
効
果
的
な
実
施
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

こ
こ
に
、
一
つ
の
手
法
と
な
る
事
例
が
あ
る
。
日
本
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
会
が
実
施
し
た
『
平
成
十
八
年
度

社
会
人
基
礎
力
調
査
』（〈
表
１３
〉
参
照
）
が
、
平
成
十
九
年

http : //www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/index.html（経産省ＨＰから社会人基礎力）

１）前に踏み出す力（アクション）
～一歩前に踏み出し、失敗しても粘り強く取り組む力～

物事に進んで取り組む力

他人に働きかけ巻き込む力

目的を設定し確実に行動する力

２）考え抜く力（シンキング）
～疑問を持ち、考え抜く力～

現状分析し目的や課題を明らかにする力

課題解決のプロセスを明らかにし準備する力

新しい価値を生み出す力

３）チームで働く力（チームワーク）
～多様な人とともに目標に向けて協力する力～

自分の意見を分かりやすく伝える力

相手の意見を丁寧に聴く力

意見の違いや立場の違いを理解する力

自分と周囲との関係性を理解する力

社会のルールや人との約束を守る力

ストレス発生源への対応力

主体性

働きかけ力

実行力

課題発見力

計画力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ストレスコントロール力

〈表１３〉「社会人基礎力」の内容（経済産業省が定義）
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三
月
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
の
社
会
人
基
礎
力
と
の

関
係
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
参
加
者
は
、
「
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」
「
創
造
力
」
に
つ
い
て
大
き
く
上
昇
し
、
変
化
の
少
な
い
の
は

「
計
画
力
」
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
各
大
学
が
手
探
り
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
以
上
、
全
て
の
大
学
で
同
じ
結
果

に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
今
後
は
、
調
査
手
法
を
実
習
前
後
の
比
較

だ
け
で
な
く
、
卒
業
時
点
の
内
定
状
況
や
卒
業
後
の
離
職
状
況
と
の

相
関
関
係
等
を
調
査
す
る
こ
と
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
効
果
に
つ

い
て
の
よ
り
正
確
な
評
価
を
期
待
し
、
長
期
的
な
視
点
を
短
期
的
視

点
と
併
せ
持
つ
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
る
。
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〇
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